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那 須 塩 原 市 か ら の お 知 ら せ
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本…本庁舎（共墾社108-2）
西…西那須野庁舎（あたご町2-3）
塩…塩原庁舎（中塩原1-2）

庁
舎
名

　　「どこにでもある商業施設を立地させることに
　こだわらず、那須塩原ならではの個性と
独自性を集約した、「環境」「景観」を
生かしたまちづくりが必要ではないか。
いたずらに目先の利益に走るのではなく、

永続的に付加価値を生み出せるような
那須塩原らしい駅周辺を作るべき。」

Ⅰ
約80分の会議ではさまざまな意見が交わされ、約80分の会議ではさまざまな意見が交わされ、
渡辺市長は各専門家の意見に耳を傾けていた。渡辺市長は各専門家の意見に耳を傾けていた。

～
第
１
回
那
須
塩
原
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
会
議
を
開
催
～

涌
わ く い

井 史
し ろ う

郎 氏
東京都市大学
環境学部特別教授

森
も り

 明
あきら

 氏
東日本旅客鉄道（株）
執行役員大宮支社長

新
あ ら い

井 良
よ し あ き

亮 氏
とちぎ未来大使

金
か な ざ し

指 潔
きよし

 氏
東急不動産HD（株）
取締役会長

北
き た や ま

山 孝
た か お

雄 氏
（株）北山創造研究所
代表取締役

　

市
役
所
本
庁
舎
で
開
催
し
た「
第
１
回
那
須
塩
原

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
会
議
」は
、

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
開
発
や
ま
ち
づ
く
り
に
携

わ
っ
て
き
た
６
人
の
有
識
者
を
メ
ン
バ
ー
に
、
専
門

的
な
見
地
か
ら
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
意

見
を
も
ら
う
も
の
で
す
。

　
東
京
都
市
大
学
の
涌
井
史
郎
氏
を
本
会
議
の
座
長

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

新
庁
舎
設
計
の
技
術
提
案
書
な
ど
に
関
し
て
意
見
交

換
を
行
い
、
大
ま
か
に
５
つ
の
意
見
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
提
言
を
踏
ま
え
て
、
那
須
塩
原
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
協
議
体（
市
民
・
民
間
事
業
者
な
ど
で
構
成

し
、
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
実

現
に
向
け
た
施
策
の
検
討
を
行
う
組
織
）に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

那
須
塩
原
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
元
に
、そ
の
具
体
化
を
進
め
る
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、

10
月
18
日
に
行
わ
れ
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
会
議
に
お
け
る
提
言
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　「歩いて楽しい
ウォーカブルな空間づくりが大切ではないか。」
Ⅱ
「那須塩原駅周辺における景観を作り上げ、
　一方で乱開発を防ぐなどして、
維持・統一していく仕組みづくり
� が必要ではないか。」

Ⅲ

「地域や利害関係者と連絡体制を密にし、
　コンセンサスを得ながら、
民間事業の誘導を図る
� 方策の検討が必要ではないか。」

Ⅳ

「新庁舎は那須塩原駅周辺まちづくりの重要な構成要素
　であるので、一体的な検討が必要ではないか。」

Ⅴ
▼
問
い
合
わ
せ

本
那
須
塩
原
駅
周
辺
整
備
室

☎
０
２
８
７（
73
）５
１
７
５

専
門
家
か
ら
示
さ
れ
た

那
須
塩
原
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
へ
の「
５
つ
の
提
言
」

丹
た ん げ

下 慎
し ん や

也 氏
東急不動産（株）
執行役員ウェルネス
事業ユニット
ウェルネス事業本部長

遅
澤
直
也
、
金
子
哲
治
、
唐
澤
健
雄
、
木
村

文
仁
、
久
利
生
宗
、
黒
古
智
彦
、
後
藤
丈
司
、

小
山
加
津
彦
、
西
海
石
康
弘
、
佐
藤
信
之
、

澁
井
豊
、
鈴
木
一
則
、
髙
柳
智
紀
、
田
代
健

次
、
田
代
力
、
月
井
裕
輔
、
辻
野
光
博
、
螺

良
優
、
野
澤
芳
陽
、
花
塚
健
一
、
藤
田
栄
二
、

藤
田
淳
、
藤
田
貴
幸
、
古
谷
哲
郎
、
細
井
康

弘
、益
子
剛
、松
本
秀
、室
井
大
輔
、森
充
広
、

矢
澤
和
晃
、
山
内
輝
之
、
山
形
紀
弘
、
吉
澤

規
、
與
那
嶺
孝
幸
、
和
氣
隆
浩
、
和
氣
崇
徳
、

渡
邉
昌
英
、
安
蒜
哲
良
、
齋
藤
千
衣
子
、
肥

塚
力
男

○
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労

　

�

瀧
田
雅
仁
、
君
島
ト
シ
ヱ
、
橋
本
礼
子
、
人

見
美
智
子

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

　
大
槻
義
彦
、
柴
宮
憲
二
、
米
山
雅
文

○
金
品
の
寄
付

　

�

大
野
篤
志
、
ジ
ャ
パ
ン
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選
手

会
、
と
ち
ぎ
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
、
〇
ゴ

コ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
地
方
自
治
功
労

　

��

石
﨑
清
、
榎
本
建
司
、
大
田
原
重
夫
、
加
藤

拓
央
、
金
田
葊
衛
、
君
島
良
一
、
後
藤
恵
子
、

三
本
木
直
人
、
松
本
忠
太
、
室
井
孝
美
、
渡

辺
豊
、
根
本
義
夫
、
小
貫
髙
志
、
清
川
典
子
、

小
林
久
夫
、
室
井
忠
雄
、
渡
邊
民
生
、
渡
部

直
宏
、
田
代
功

○
社
会
福
祉
功
労

　

�

伊
藤
市
男
、
臼
井
静
枝
、
江
連
昌
子
、
大
森

堅
一
、
川
上
淳
子
、
菊
地
あ
け
み
、
菊
地
庄

三
、
手
塚
美
佐
子
、
寺
戸
博
道
、
深
谷
美
代

子
、
松
本
武
、
米
村
千
代
江
、
和
氣
喜
美
子
、

諏
訪
和
已

○
保
健
・
衛
生
・
環
境
功
労

　

�

森
山
俊
男
、
菊
地
紀
明
、
藤
岡
隆
庸
、
串
田

敦
子
、
髙
久
惠
美
子
、
橋
本
フ
サ
子
、
礒
芳

江
、
長
谷
川
靜
江
、
室
井
智
津
子
、
刈
部
敬

子
、
中
川
幸
夫

○
消
防
・
水
防
・
防
犯
・
交
通
安
全
功
労

　

�

阿
久
津
雄
一
、
天
野
一
彦
、
飯
田
波
樹
、
石

田
篤
、
伊
藤
大
、
江
連
祐
介
、
大
久
保
祐
一
、

受
賞
者
一
覧 

（
分
野
ご
と
・
敬
称
略
・
順
不
同
）

市
政
へ
の
功
労
者
を
表
彰

市
政
へ
の
功
労
者
を
表
彰    

～
市
表
彰
式
～

～
市
表
彰
式
～

11
月
5
日
、
市
の
発
展
や
市
民
福
祉
の
向
上
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
99
人
３
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。▼

問
い
合
わ
せ　
本
秘
書
課　
☎
０
２
８
７（
62
）７
１
０
８


